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野兎から分離したSalmonella enteritidisの

1株について

長崎大学風土病研究所病理部（主任：登倉登教授）

井上千代子
いの　　うえ　　　ち　　　よ

A Strain of Salmonella enteritidis Isolated from a Hare. Chiyoko INOUE. Pathological Department

(Director : Prof. N. TOKURA), Research Institute of Endemics, Nagasaki Univercity.

本編の概要については，1960年11月20日（長崎），日本細菌学会第13回九州支部総会に於いて口演発表した。

本県愛野村附工引こ野兎病が存在するらしいというこ

とを聞いたので9本年1月『ト句から3月初句までの問，

国見町と瑞穂村において拙銃で捕獲した野兎8羽につ

いて病頂菌首輪索し∴別在迄野兎病菌　＝Pα∫ねγβgJα

加k都南－の検出に至－「ていないがりたまたま，ぶ撼胱一

附加＝融研砿茹の1例に遭遇した。助血冊品bをウサギ

から検出したという報告は珍らしくないが9　仇醸前払鮎

をウサギから検出したという報告は案外少ないので

（後述）9分離蘭の二三の性状を記して，追加報告す

る次第である。

受験方法並びに成績

且ノ材料採取＝南高畑洞見町において本年1月14

日！巨後6時に猟銃によって獲捕し，同16日に処刑した

茶掲色の冊兎で9外見ば胸部に銃弾を受けた外に異常

なく9内臓は表面平滑で断面にも異常を認めず，肺臓

に銃押による軌日1を認めたに過ぎないが9臓側腹膜表

而に怖く結合して散れする長径6～7mmの楕円形の

多数の水胞があり9その内容は約1m㎡直径の淡黄色

の顆粒（膿塊）1個をっつむ柴液であった。

2）商検索：野兎の死体からり　心胤肺軌　肝臓，

脾職及び前述した水胞を無馴勺に採取して9各々生‡目1

食損火の乳剤として巨各乳剤0・5ccをマウス2匹宛の

馴′巨内に注射して経過を観察した。水胞乳剤庖接柾し

たマウスは，運動不活発となり9　9日日に殆ど無力

状態となったのでっその」Lい血0い5cc宛健康マウス2匹

に接和すると同時に9大原＆佐藤（1955）の豚肝ヘモ

グロビン培地に370cに培養して翌日集落の発′卜を見

た．第2代目血液接種マウスは2匹共に7日目には殆

ど虫の息の状態に衰弱し，その心血を普通寒天斜面に

培養して同様の菌株を得たので，それを国見株として

検査に供した。野兎の他の臓器の乳剤を注射したマウ

スほ，何等の異常も呈せず930日後心血を培養して仁ヒ

表1．　　分離菌の生物学的性状
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蘭の発育を認めなかった。なお，他の野兎7匹につい

ても同様の検索を行なったが9如何なる細蘭も分離さ

れなかった。
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3）分離菌の鵬般生物学的性状（表1）＝　分離菌は，

即am陰性9　芽胞及び宍膜を形成せず，運動活発な小

梓菌であって，普通寒天培地に完全円形，灰色半透明，

湿潤円滑な集落を作って良好に発育し，表1に示すよ

うな一般生物学的性状によって助血肌招ム属であると

推定され9就中9運動性（」－），硫化水素産圧（＋）9　杓

機酸ソーダ利用（十）によ′〕て9『臓画侮犀とは区別さ

れた。

凉）分離菌の血清学的性状‥北里研究所の廠南柏似侮

因子血粁によってD群と思われたので9長崎大学細菌

学教室保存の助毎㈹沼牛属D増の標準株と凝集素交叉

吸収試験を行ない9　それによろ血描学的同定を試みた。

抗血拝：初回免疫にほ各菌の1000しニ！30分加熱死菌

0・5mg，次回より37ノ0C！20特別ブイヨン培養液／を▲0．6

％ホルマリン牲到！食塩水で2イ．ヤ稀釈した菌液を3日間

隔を以って漸次増量（0．5～3ムOccm）しつつ家弟の耳

静胎内に数回按押して9適時心血を採取し，非倒性血

清・として試験に供した。

0抗原：普通虫天370C！20時「戸－」培養後100C0！1時

㈹加熱した死蘭を用いた¢

H抗原：1ヲ／右避天培地に3フOC！20時間培養の生成を

用いた。

吸収法㍍5倍稀釈抗血清に各吸収抗原をどろどろに

加わえ，370C！2時間保った後氷室に置いて翌朝血朽

を遠心分離した。

凝集反応‥370Cに2時間保った後9翌朝まで室混

に放置し9　肉眼を以って凝集を認め得る血清の最終稀

釈倍数をもって凝集価を表わした¢

吸収試験成績（表2）（表3）：匡し見株免疫血清は，

1：20480の欝凝集価と1：5120の0凝集価を有し，

仇加抜茹，ゐ捕れ作油壷㌧　鉱油　株に対しても略々同様

の欄を示したがり　それを　の油壷ゐ　の0わ’躇で吸収す

ると，各棟に対する0凝集価は消失した。そのH血桁

をd妨紘株のH抗原で吸収したが，吸収不充分のた

めか9　なおdzJゐgZ花に対するH凝罷業が残存したので9

更に鮎痛株のH抗原で吸収するとゥ　d抽敬，用地止

毎抽‡に対するH抗体ほ完全に消失したのに，匡L見株及

び〝助南淡一　に対するH抗体は1：1280倍まで残って

おり，滋此花，γ∂∫gOC尼，ゐβr才α株に欠如するH抗原が分離

株と　β乃ggγ言ZZゐ株に存在することが知られ9　それは抗

原構造表から見てm因子に他ならないと考えられた。

m因子を持つ菌型には　g乃吉β㌢ムま方言ゐの他に　一物が抑（g，

m，q）とクg乃∫αCのgα（g，㎡，七）とがあるが，最後に

β花王gγ言古京成∫イ1＿二菌によって吸収して国見株のH抗体も完全

に消失し9　また戸畑加砿揖免凝血汚が岡見附こよって

0抗体，H抗体共に完全に吸収される結架を得たので

（表3）ト本菌は∫α！肌0′ヱβg！αgれおγ言f才ぁと同定された．

表2．　抗国見棟血清による吸収試験
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衣3．　抗enteritidis血潮こよる吸収試験
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2

5）マウスに対する分離菌の毒力（表4）：普通先

天370C！20時l廿甘養菌苔を以って什即金臨水1いOccm

に10叫2mg乃至］＿0‾7nlgの浮洒菌液を作り，その0．5

CCm宛各習4匹ウ　6群のマウスの腹腔内に技和して，

2週間以内のマウスの緊死数からLD50を測定し，国

表4・　分離菌のマウスに対する轟力

（2週榊観察の結果）
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兄妹（10ム5い5）は　β乃どβγZg才戎∫　標準株（10（4・5）より

梢ノキ強毒であるという成績が得られた9

6；）分散菌の家兎に対する毒性（表5）：国見株0・5

乃至2．Omgを静泳内及び腹腔内に接柿した家兎は，全

例一冬匹共に3日目乃至4日目に□及び鼻から山血して

発死しり　■その心血を檀接に寒天斜面に培養して抗血掃

と凝集する比薗の発育を認めた．分離菌2・0乃至4・Omg

を朱兎の皮下の極く浅い部分に接柿し，その後3，5，

－9，149　21日に心血を採取して，その1・OCCmを普通

未5・　分離菌の家兎に対する毒性

日）皇酢脈内及び腹腔内接柿

菌　－　量㍑浄脈内い一夏腔内－血中菌

i2）皮　■F　接　秤

備考：血中菌＋の下の数字ほ菌接種後の口数を示す

ブイヨンに3フロC！24時1砧焙養後進天斜面に移植して生

歯の発育の有無を検査し，同時に採取血清の凝集植を

測定した。この皮下按椰家兎群でほ弊死例ほなかった

が9匡悦株及び∴用ね戒毎払　菌注射局所に発亦，破結，

壊死が現われ，続いて直径約3×4cmの淡い湿潤し

た潰瘍を形成し9食慾減退，運動緩慢を示した。∂βプ′才α

蘭による家兎の潰軌ま，大きさは殆ど前者と同様であ

ったが，潰賂面が浅く乾燥していて9全身状態も梢々

軽症であつた中国兄妹及び一踊庖拓広軌の皮下撲踵の家

兎4例の中，No・6及びNo・10において9日目の採血

時に只1「亘lだけ血申に菌が検山されたが9　それは大－－〕所

の壊死組織の脱落直後の時期であった。血清凝集価は

接種後2週間目に最高1：10240を示した。

考　察　と　結　語

長崎市及びその附近の動物における∫αJ御乃βJgαの分

布に就いては，長崎大学細菌学教室の林中吉村・森

川（1950），中村（1953），吉村（1955）等による調査部

告があるが，それによると，家鼠591件より29株，家鶏

236件より6株9家鴨230件より1株，野犬200件より

4株が分離されている9　その中，β砲r言才子成∫ほ家鼠と野

犬からの検出16株40％という最高を占め，　を津ゐ言ム

裾野商用　が家鼠り家鶏，家鴨より10株25％が分離され

て第二位に立っている。板橋等（1959）ば，1949年より

ユ95プ年の8年間にわたって，動物腸内細菌委員会で日

本各地方における劫物のサルモネラ分布調査をした成

績を稔抗して報告しているが，それによっても9動物

より分嫌された2314株の串『廟痴肋ほ466例2011％

でタ〆払m刑～紳助馴　の528例22．3％に次いで第二

位を占めている。しかし，gα！Jオ〃αγぴ∽一郎瓜椚㈹の99．6

％が発と卵から分離されたもので，他の動物から分離

された例は非常に少ないのに反して，β紬γままg戒∫は非常

に広い範囲に分布している事が知られ，本菌が我国に

おける人の助！∽0乃β！！α症に重要な役を演じているのは

当然であると考えられる。EDWARDS，BRUNER　＆

MoRAN（1948）は1934年から1947年の13年間に米国

各地で蒐集された11961株の　∫α！∽0乃β！gα　の人及び動物

に於ける分布の調査を総括したが，それによると，

む少ゐよ∽〟r才田mが318フ株で特に多く，の庶流撼∫　は187

例で罪18位を占めており，日本に於けるぶα血0乃βggα分

布との地班的な差異が認められる～しかし，ウりすか

ら　助抽咄賄‡を検出した例の報告は非常に少なく，

本邦においては，坂崎（1959）によると，ん如砂酬

1杉1ミ，αみβγ壷β〝1株（上臣11949），∂rβ乃言β花み㍑管1株

（坂崎D山田1951）の3例の分離が記戟されているだ

けである。外国においてほ，MoRGAN（ユ905）がウサ

ギの糞便から夘呵画壷、様の細菌を3株得てお

り，FERRY（1914）が風Z仰血抗少加齢感染ウサギの

二次感染菌として”parathyphoid Bい　enteritidis

group”の細菌を認め，KRUMWほDE，VALENT王NE＆

KoHN（1919）がAertrycke typeの1株を分離し，

LITSCH＆：M五YER（1921）は4匹のウサギの死体から

paratyp‡－01d‡∋を検出した事を報告している㊥

JoRDAN（1925）はuhemorrhagic septicemia”の1

薗株を皮下按杵した後死んだ家兎の胆嚢からβ乃ggγ言方Zゐ
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のユ株を検出し，二MACCoN鼠EY（1906）が料理したウ

サギ互いら，　BATES　がウサ苧の脾臓から今　それぞれ

Aertrycketypeを検出した訃を記している。なほ，

比較的近年に至って，BRONSTEIN，SAPHRA＆STRAUSS

（1941）9EDいVARDS　＆　BRtJNRR（1943）9　EDⅥrARDS，

BRUNER＆MoRAN（1948）等によってもAertrycke

tさTpeがウサギから検出された例が報告されている。

Bergeys Manualof Determinative Bacteriology

（1948！57）によれば9原著ほ不明であるが9∽ZJβ乃Cゐg乃，

∽0r∂沼c統一，gαgiま柁αγ田m一画蕨椚仰がウサギから分離さ

れている事が記されているだけである。このように

＆南船催机上をウサギから検出したという報告は少ない

わけではないが，g犯iβ7・iiidi∫の分離はJoRDAN（1925）

の1例を見るだけであるし六丈献を詳細に調査すれほ

他にもあるかも知れないが，それにしても極めて柿で

あろうとノよわれる。

著者は，野兎病菌検索中，野兎1頭の臓側腹膜に散

在していた水肥を乳剤として腹腔内に按和したマウス

の心血から　助i77研7βiiαg乃igriii滋∫　の1妹を分離した。

野兎から直接に焙養したのではないが，実験前後に飼

育マウスが病死した例はなく，それが偶然に技師実験

に供したマウスに酒折していたとは考えられないので9、

本棟ほ野兎に寄圧して存在していたと断定した㌧文献

上，∫αJ∽0和βiiα　β畑γiii苗∫　がウサギから分離されたと

いう報告は稀有に屈すると′Ⅰ蕊われるので，検充のイこ怖

を顧みず9員重な1例として報告した¢

御懇篤な御指導並びに和校閲を賜わつた登倉教授並

びに御援助を頂いた林満目研こ対して深く感謝致しますQ
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Summary

A strain of Salmonella enteritidis was isolated from a female hare gotten by a hunting

gun in the mountainous area near to Kunimi village, Nagasaki Prefecture, in mid-January of
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this year. As far as in a macroscopical observation, there was no pathological change in the

internal organs, exclusive of gunshot wounds in the lungs. However, it was a peculiar finding

that there were a good many vesicles, ellipsoidal 6 to 7 mm in length, containing each one

pustulous coagulum all over the visceral peritoneum. The strain was obtained from these

vesicles, Morphological, biological and serological properties of this strain were typical for

Salmonella enteritidis. All 0 and H agglutinins in the antiserum from rabbits immunized with

a standard strain of Salmonella enteritidis were absorbed by this strain, and vice versa. The

LD 50 for mice of the strain was 10-5.5 in fatality inside of two weeks after an intraperitoneal

inoculation therewith, and the organisms were every time recultivated from the blood of these

dead animals, The virulence for rabbits of the strain intravenously or intraperitoneally

inoculated in doses of 0.5 to 2.0 mg was fatal; all animals fell dead with nasal and buccal

hemorrhage after 3 to 4 days. On the other hand, in case of an intracutaneous inoculation,

there was no fatality of the animals, but formation of a marked ulcerative lesion, 3•~4 cm

in extent, was observed in that locality.

Since the report on isolating Salmonella enteritidis from rabbits is very rare, though it

concerning other types belonging to the same genus is not uncommon, the authoress only

wished to contribute one of rare cases to the Salmonella survey in animals.
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